
唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
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関
す
る
一
考
察

増

子

和

男

前

言

 
藤
代
伝
奇
「
杜
子
春
燈
」
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子
春
」
の
題
材
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
伝
奇
の
中
で
は
我
が
国
で
も
比
較
的
良
く
知
ら
れ
た
作

品
の
】
つ
で
あ
る
。

 
こ
の
作
品
に
対
す
る
先
人
の
論
考
の
数
も
ま
た
、
そ
の
知
名
度
の
高
さ
と
比

例
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
そ
の
う
ち
、
作
品
の
背
景
と
な
っ
た
1
或
い
は

影
響
を
与
え
た
一
思
想
や
宗
教
に
つ
い
て
専
ら
考
察
し
た
幾
つ
か
の
論
考
が
存

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

す
る
。
就
中
、
唐
代
に
西
域
か
ら
国
都
長
安
に
多
数
や
っ
て
来
た
「
胡
人
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
ん
き
ょ
う

1
ー
ペ
ル
シ
ア
人
た
ち
の
奉
じ
た
妖
教
 
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）
の
影
響
を
論
じ

た
一
文
に
、
示
唆
を
受
け
る
一
方
で
、
こ
の
論
者
と
は
異
な
る
考
え
を
持
っ
た
。

一

 
原
田
淑
人
「
唐
代
小
説
杜
子
春
伝
と
ゾ
ロ
ァ
ス
タ
ー
教
」
で
は
、
次
の
論
点

か
ら
、
「
杜
子
春
伝
」
の
背
景
に
ゾ
ロ
ア
ス
遺
旨
教
の
要
素
の
あ
る
こ
と
を
指

 
 
 
 
 
 
 

画
し
て
い
る
。

①
杜
子
春
が
老
人
を
長
安
西
市
の
波
斯
邸
に
訪
ね
た
こ
と
。
唐
・
章
述
『
西

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
け
ん
し

 
三
新
記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
付
近
に
胡
妖
祠
す
な
わ
ち
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
寺

 
院
が
あ
る
。
波
斯
邸
と
は
或
は
こ
の
寺
院
を
指
し
、
老
入
は
そ
の
職
員
で

 
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

②
杜
子
春
が
華
山
雲
台
峰
に
登
っ
た
と
き
、
巨
大
な
直
黒
に
紫
の
焔
が
燃
え

 
上
が
っ
て
い
た
こ
と
。
こ
れ
は
拝
火
教
徒
の
葦
火
壇
に
外
な
ら
な
い
。

③
去
春
が
雲
台
峰
の
正
堂
に
あ
っ
て
東
に
向
っ
て
坐
し
た
の
も
、
天
日
神
を

 
拝
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
ゆ
う
よ
う
ざ
つ
そ

④
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
仁
慈
』
（
前
集
三
十
）
里
馬
の
条
に
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ

 
地
方
の
話
を
載
せ
る
が
、
「
杜
子
春
野
」
と
似
た
内
容
を
持
つ
。

⑤
『
北
魏
書
』
の
記
述
か
ら
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、
5
世
紀
頃
に
西
域
か
ら

 
中
国
に
波
及
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
爾
来
北
周
、
北
斉
を
経
て
階

 
に
及
ん
だ
。
杜
子
春
を
北
周
階
間
の
人
と
し
て
い
る
の
も
作
者
の
何
ら
か

 
の
意
図
で
は
な
い
か
。

⑥
杜
子
春
が
種
々
試
練
を
受
け
る
物
語
の
う
ち
、
大
将
軍
等
が
あ
り
と
あ
ら

 
ゆ
る
威
喝
恐
迫
を
加
え
た
の
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
邪
悪
神
ア
ー
リ
ー

 
マ
ン
の
行
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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右
の
説
は
、
「
杜
子
女
伝
」
の
背
景
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
示
唆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

を
含
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
先
行
の
鄭
振
鐸
『
挿
図
本
中
国
文
学
史
』

に
お
い
て
、
「
杜
子
春
伝
」
の
類
話
と
し
て
、
印
度
説
話
や
、
『
大
唐
西
域
記
』

 
 
 
 
 
 
 
ん

所
載
の
「
列
士
池
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
と
併
せ
て
参
考
に
す
べ
き
も

の
と
思
わ
れ
る
。

 
唐
代
の
長
安
は
、
西
の
サ
ラ
セ
ン
帝
国
の
国
都
バ
グ
ダ
ー
ド
と
併
び
称
せ
ら

れ
る
国
際
都
市
で
あ
っ
た
。
市
中
は
ま
さ
に
人
種
の
柑
渦
で
あ
り
、
中
で
も
「
胡

人
」
と
称
せ
ら
れ
た
西
北
方
系
の
異
民
族
が
、
彼
ら
独
自
の
文
化
を
携
え
て
こ

の
地
を
訪
れ
、
唐
人
た
ち
は
、
そ
れ
を
世
風
・
胡
俗
と
称
し
て
熱
中
し
た
。

 
こ
う
し
た
胡
風
・
胡
俗
の
隆
盛
ぶ
り
は
、
当
時
の
多
く
の
詩
人
た
ち
に
も
歌

わ
れ
た
耀
そ
の
行
き
過
ぎ
を
憂
え
て
・

一
重
胡
曲
煮
冷
錯
、
不
弁
興
衰
与
哀
楽

願
筆
石
膿
正
納
音
、
不
面
構
餌
差
交
侵

 
 
 
 
 
 
 
 

（
白
居
易
「
法
曲
」
」
）

と
苦
言
を
呈
す
る
者
が
現
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

 
黒
風
・
胡
俗
を
も
た
ら
し
た
異
民
族
の
中
で
、
最
も
多
く
を
占
め
、
「
胡
」

と
い
う
語
を
独
占
し
た
か
の
感
が
あ
る
の
が
、
ペ
ル
シ
ア
系
の
人
々
で
あ
っ
た
。

そ
の
彼
ら
の
尊
崇
し
た
宗
教
こ
そ
が
、
拝
火
教
、
五
教
と
訳
さ
れ
た
ゾ
ロ
ア
ス

タ
i
教
で
あ
る
。

 
唐
人
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
「
胡
」
の
文
化
、
そ
し
て
そ
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
し
て
存
在
す
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
。
そ
う
し
た
存
在
で
あ
る
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
が
三
代
文
化
に
与
え
た
影
響
の
一
端
を
、
原
田
氏
は
「
杜
三
春
伝
」

か
ら
見
出
す
べ
く
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
論

考
は
我
々
の
願
を
解
く
も
の
で
あ
り
、
大
い
に
参
考
と
す
べ
き
点
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
「
杜
子
春
伝
」
の
思
想
・
宗
教
的
背
景
を
、
全
て
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
の
み
で
律
し
得
る
か
否
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
疑
問
を
覚
え
ざ

る
を
得
な
い
。

 
特
に
論
考
中
の
次
の
一
節
は
、
少
な
か
ら
ぬ
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

伝
中
に
は
往
々
道
教
的
口
吻
の
散
見
す
る
の
に
気
附
く
の
で
あ
っ
て
、

（
中
略
）
こ
の
老
人
が
い
か
に
も
道
士
的
存
在
で
あ
る
か
の
如
く
に
響
く

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
唐
代
既
成
の
道
仏
二
丁
が
優
位
を
占
め
、
新

来
宗
教
は
道
仏
二
教
の
用
語
を
借
り
な
け
れ
ば
夫
々
の
経
旨
を
民
衆
に
理

解
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
景
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
流

行
中
国
碑
を
読
ん
で
も
、
そ
の
間
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま

し
て
小
説
類
な
ど
に
こ
の
種
文
頭
振
混
同
の
起
る
の
は
寧
ろ
当
然
事
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
は
、
「
杜
子
言
伝
」
の
叙
述
の
中
に
道
教
的
色
彩
を
認
め
た
上
で
の
発

言
で
は
あ
る
が
、
果
し
て
作
品
の
本
来
が
、
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
i

教
の
「
経
旨
を
理
解
さ
せ
る
」
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。
更
に
、
そ
う
し
た

道
教
的
用
語
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
「
文
字
的
混
同
」
と
言
い
得
る
も
の
で

あ
る
か
。
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

「
杜
子
春
伝
」
の
中
で
、
最
も
道
教
的
色
彩
が
濃
厚
な
の
は
、
子
春
が
老
人
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に
三
度
目
の
借
金
を
し
て
、
世
間
へ
の
恩
讐
を
全
て
果
し
た
後
、
か
ね
て
の
約

束
に
従
っ
て
、
隠
元
（
旧
暦
七
月
十
五
日
）
に
老
子
廟
の
星
野
の
下
で
老
人
と

落
ち
合
う
場
面
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ
 
 
 
 
く
わ
い
 
 
 
 
 
 
う
そ
ぶ

既
に
事
態
は
り
、
期
に
及
ん
で
往
く
。
老
人
は
方
に
豪
商
の
陰
に
囎
く
。

 
 
と
も

遂
に
与
に
華
山
雲
台
峰
に
登
り
、
入
る
こ
と
四
十
余
里
に
し
て
、
一
処
の

室
屋
厳
潔
に
し
て
、
常
人
の
居
に
非
ざ
る
を
見
る
。
・
彩
雲
遙
か
に
覆
ひ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
つ
ち

驚
鶴
飛
翔
す
。
其
の
上
に
正
堂
あ
り
て
、
中
に
嵩
置
あ
り
。
高
さ
九
尺
余
、

 
 
 
 
 
 
さ
う
こ
 
 
し
や
く
く
わ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

紫
焔
光
発
し
、
雨
戸
に
灼
換
す
。
玉
女
九
人
、
炉
を
通
り
て
立
ち
、
青

竜
白
虎
、
前
後
に
分
費
す
。
そ
め
時
、
日
 
将
に
暮
れ
ん
と
す
。
老
人
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
は
 
 
く
わ
う
く
わ
ん
ほ
う
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 

る
者
は
ま
た
石
衣
せ
ず
、
乃
ち
黄
冠
縫
帳
の
士
な
り
。

 
右
の
文
中
か
ら
、
「
道
教
的
口
吻
」
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抽
出
し
、
検
討
を

加
え
た
い
。

 
 
ω
老
君
（
廟
）
．

 
老
君
、
す
な
わ
ち
老
子
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
道
教
を
奉
ず
る
人
々
が
祖

と
仰
ぐ
人
物
で
あ
り
、
そ
の
老
子
を
祠
る
廟
で
、
二
人
は
中
元
1
こ
れ
も
元
来

は
道
家
の
用
語
で
あ
る
一
の
母
に
再
会
を
約
し
た
の
で
あ
っ
た
。

 
作
者
が
念
頭
に
置
い
た
老
子
廟
が
、
ど
こ
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
廟
を
念
頭
に
置
こ
う
と
も
、
作
者
が
こ
こ
を
待
ち
合
せ
の

場
所
と
し
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
て
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
②
囎

 
こ
れ
は
、
方
法
が
今
日
迄
伝
承
さ
れ
ず
、
後
に
は
詩
歌
の
朗
吟
や
創
作
に
ま

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察

で
汎
用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
為
に
、
そ
の
本
来
の
意
味
が
忘
却
さ
れ
が
ち
な
技
で

 
 
 
り
．
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
時
代
を
遡
っ
て
調
べ
る
と
、
道
教
的
色
彩
の
濃
厚
な
行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

為
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
先
学
の
詳
細
に
論
ず
る
所
で
あ
る
。

 
そ
の
う
ち
、
沢
田
瑞
穂
「
囎
の
源
流
考
」
の
次
の
一
節
は
、
「
杜
子
春
伝
」

の
「
哺
」
に
関
す
る
記
述
の
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
我
々
に
与
え

る
。

囎
の
平
気
は
合
図
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
音
波
曲
線
に
乗

せ
て
異
類
を
招
き
寄
せ
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

 
 
 
 
 
 
き
ょ
う
び
ゆ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ

唐
・
顔
師
古
『
匡
謬
正
直
』
巻
斗
に
「
囎
と
は
、
召
命
す
る
と
こ
ろ

あ
る
が
ご
と
き
を
謂
ふ
」
と
規
定
し
た
の
は
、
囎
の
本
来
の
機
能
を
的
確

に
と
ら
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
傍
点
は
著
者
に
よ
る
）
。

 
「
囎
の
源
流
考
」
に
よ
れ
ば
、
「
囎
」
に
よ
り
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
「
異
類
」

と
は
、
霊
魂
・
役
鬼
・
精
霊
・
鳥
獣
・
風
雲
・
雷
雨
な
ど
を
言
う
と
す
る
。
こ

れ
は
ま
さ
し
く
「
杜
子
春
伝
」
に
お
い
て
、
三
春
が
受
け
る
試
練
に
登
場
す
る

種
々
の
も
の
と
符
合
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
華
山
雲
台
峰
の
一
軒
の
家
、

そ
こ
に
は
彩
雲
が
た
な
び
き
、
鶴
が
飛
び
交
い
、
下
女
（
仙
女
）
、
青
竜
・
白

虎
が
居
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
試
練
に
際
し
て
は
、
老
人
の
言
葉
通
り
「
尊
神
・

悪
鬼
・
夜
叉
・
猛
獣
」
が
登
場
し
て
子
春
を
さ
い
な
む
。
さ
ら
に
は
大
雨
・
雷

電
が
子
春
に
襲
い
か
か
る
の
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
見
て
行
く
と
、
老
人
が
老
君
廟
の
二
本
檜
の
下
で
為
し
て
い
た

「
囎
」
は
、
単
に
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
と
す
る
従
来
の
解
釈
で
は
不
十
分
で

あ
ろ
う
。
老
人
が
為
し
て
い
た
「
囎
」
は
、
呪
術
的
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
子
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春
を
試
み
る
た
め
の
舞
台
の
準
備
を
目
的
と
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
こ
そ
「
哺
」
と
い
う
語
が
生
き
て
来
る
の
で
あ
る
。

 
 
㈹
華
山
山
雨
云
ム
ロ
峰

 
華
山
は
、
い
わ
ゆ
る
「
五
岳
」
の
一
つ
、
西
岳
と
し
て
、
古
く
か
ら
人
々
の

信
仰
を
集
め
た
山
で
あ
る
。

 
と
り
わ
け
、
神
仙
を
志
す
人
々
に
「
丹
（
薬
）
」
を
精
煉
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
晋
・
葛
洪
『
抱
朴
子
』
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
害
鳥
仙
経
、
可
以
精
思
合
作
仙
薬
者
、
有
華
山
・
泰
山
・
霞
山
・
恒
山
・

 
 
嵩
山
弓
…
・
（
内
篇
第
四
「
金
丹
」
。
傍
点
は
引
用
者
。
以
下
同
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
そ
し
て
、
こ
の
山
に
入
り
、
幾
多
の
修
行
を
経
て
、
よ
う
や
く
不
老
長
生
の

希
望
が
か
な
い
、
「
白
日
昇
天
」
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
人
々
は
、
枚
挙
に
暇
が

 
（
1
1
）

な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ぶ
ん
よ
う

 
そ
の
北
峰
が
雲
台
峰
で
あ
る
。
こ
の
峰
の
麓
に
は
、
北
周
の
武
帝
・
宇
文
琶

の
治
世
（
五
六
〇
1
五
七
八
）
に
、
道
士
焦
道
広
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
道
観
-
雲
台
観
が
在
り
、
神
仙
を
慕
う
多
く
の
人
々
が
訪
れ
た
。

 
盛
代
の
人
々
が
、
華
山
、
そ
し
て
雲
台
峰
に
、
「
神
仙
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
て
い
た
こ
と
は
、
種
々
の
伝
承
の
み
な
ら
ず
、
次
の
各
詩
か
ら
も
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
○
危
峰
径
山
膚
、
彷
彿
有
神
仙
（
肝
癌
「
観
華
山
」
1
『
全
』
一
三
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
雲
台
閣
道
連
窃
冥
、
中
有
不
死
丹
邸
生
（
李
白
「
西
岳
雲
台
歌
、
送
丹
郵

 
 
子
」
-
『
全
』
一
六
六
）

 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
仙
人
古
石
壇
、
苔
青
青
揺
局
（
李
益
「
入
華
山
訪
隠
者
、
経
仙
人
六
三
」

 
 
1
『
全
』
二
八
二
）

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
古
酒
不
酔
人
、
仙
芝
皆
延
年
（
二
心
「
遊
華
山
雲
台
観
」
1
『
全
』
三
七

 
 
五
）

 
○
鶴
過
君
言
意
、
上
頭
応
有
仙
（
早
島
「
平
田
卓
入
華
山
」
1
『
全
』
五
七

 
 
二
）

 
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
霊
山
と
も
言
う
べ
き
華
山
に
、
老
人
と
子
春
と
の
二
人

だ
け
が
入
っ
て
行
っ
た
こ
と
も
、
『
抱
男
子
』
に
、

 
 
合
丹
当
於
名
山
召
書
、
無
人
之
地
、
結
各
氏
過
三
人
（
同
篇
同
条
）
。

と
あ
る
の
と
一
致
し
て
い
る
。

 
 
ω
彩
雲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
彩
雲
（
五
色
雲
）
は
、
李
白
「
早
発
白
帝
城
」
に
、
「
朝
鉛
白
帝
彩
雲
間
」

と
あ
る
よ
う
に
、
眼
前
の
実
景
と
し
て
認
識
さ
れ
る
一
方
、
例
え
ば
仏
教
で
は
、

仏
陀
や
菩
薩
、
天
人
天
女
の
周
囲
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

 
道
教
で
も
、
仏
教
と
同
じ
く
、
彩
雲
（
五
色
雲
、
五
色
気
）
は
、
単
な
る
実

景
と
し
て
の
雲
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
神
仙
と
深
く
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て

い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
七
二
者
、
沽
人
士
。
高
才
博
物
、
学
無
法
覧
…
…
平
編
五
色
気
、
方
広
千

 
 
里
（
晋
葛
洪
『
神
仙
伝
』
巻
八
）

（202）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

○
玉
子
者
、
姓
章
、
名
家
、
南
郡
人
也
。
少
好
学
衆
経
…
…
軍
士
吐
気
五
色
、

 
…
…
起
数
丈
（
同
右
書
同
巻
）

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

○
家
人
追
之
、
但
見
五
雲
如
蓋
。
天
楽
骸
空
、
瞳
玉
茎
従
。
見
女
昇
天
而
去

 
（
『
広
記
』
巻
六
一
、
拠
『
集
仙
録
』
）

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

○
紫
気
化
為
五
色
雲
、
洞
玄
再
再
而
上
、
久
之
方
士
（
『
広
記
』
六
三
、
拠
『
広

 
異
記
』
）

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

〇
十
五
日
夜
、
雲
彩
満
空
、
曽
爾
雷
電
、
棺
蓋
開
在
庭
中
、
失
 
所
在
、
空

 
群
烏
而
已
（
『
広
記
』
七
〇
、
拠
『
塘
城
集
仙
録
』
）

 
特
に
、
右
資
料
の
う
ち
、
後
半
の
三
種
に
「
昇
天
（
登
仙
）
」
に
際
し
て
彩

雲
（
五
色
雲
）
が
生
じ
た
と
し
て
い
る
事
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彩
雲
（
五

色
雲
）
は
、
や
は
り
神
仙
を
語
る
上
で
の
重
要
な
舞
台
装
置
と
考
え
る
べ
き
も

の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
㈲
驚
鶴

 
 
 
 
へ

○
有
数
十
鶴
、
飛
翔
其
中
、
剛
剛
然
降
於
蘇
氏
之
門
、
皆
化
為
少
年
（
『
広
記
』

 
十
三
、
拠
『
四
神
伝
』
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

○
音
量
桓
君
服
天
衣
、
駕
轟
轟
、
昇
天
而
去
（
『
広
記
』
十
五
、
拠
『
神
仙

噛
感
遇
伝
』
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

○
張
老
及
妹
、
二
乗
一
鳳
、
余
従
乗
鶴
者
十
数
人
、
漸
上
空
中
（
唐
・
回
復

 
言
『
続
玄
怪
録
』
）

○
（
醇
）
玄
同
沐
浴
、
餌
紫
霊
所
書
之
丹
。
二
仙
女
亦
毒
忌
其
室
。
十
四
日
、

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
称
疾
而
卒
。
有
仙
鶴
三
十
六
隻
、
翔
集
庭
宇
（
『
広
記
』
七
〇
、
拠
『
塘

 
 
 
 
 
む

 
城
集
仙
録
』
）

 
 
㈲
薬
炉

原
田
説
に
よ
れ
ば
、
ゾ
。
ア
ス
タ
ー
教
の
祭
壇
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
姻

「
薬
」
は
道
教
の
重
要
な
薬
品
で
あ
る
「
金
丹
」
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
陀

葛
洪
は
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
力
説
す
る
。

昔
人
已
乗
黄
鶴
去
、
此
地
空
余
黄
鶴
楼

黄
鶴
一
三
拝
復
返
、
白
雲
千
載
空
悠
悠
…
…

又
日
、
長
生
之
道
、
不
在
祭
祀
事
鬼
神
也
。
不
在
道
（
導
）

昇
仙
之
三
三
神
丹
也
（
『
抱
朴
子
』
内
篇
第
四
「
金
丹
」
）

引
与
屈
伸
也
。

 
我
が
国
で
も
な
じ
み
深
い
、
崔
顯
の
「
黄
鶴
楼
」
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

鶴
も
ま
た
単
な
る
鳥
で
は
な
く
、
神
仙
と
深
い
関
連
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
王
子
喬
者
、
周
霊
王
太
子
也
。
…
…
果
乗
白
昼
、
駐
山
嶺
（
漢
・
斯
々
『
列

 
三
浦
』
巻
上
）

 
こ
の
「
金
丹
」
を
精
煉
す
る
の
に
必
要
な
の
が
、
丹
六
一
「
杜
子
春
伝
」
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
う

言
う
薬
炉
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
鮎
寄
（
丹
竃
）
の
大
き
さ
に
関
し
て
は
、
道
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

に
、
台
の
高
さ
三
尺
六
寸
、
台
の
上
に
炉
竃
を
置
く
と
い
う
記
述
が
あ
る
の

に
比
べ
、
「
杜
子
春
伝
」
の
九
尺
は
か
な
り
大
き
い
。
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は

と
も
か
く
と
し
て
、
或
い
は
原
田
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
ゾ
ロ
ア
ス
表
山
教

の
巨
大
な
祭
火
壇
の
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察



 
 
ω
玉
女

 
ぎ
聴
の
如
き
女
性
叉
す
な
わ
ち
美
女
を
指
す
場
合
も
あ
惹
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
建
日
月
目
為
蓋
、
載
玉
女
於
後
車
（
前
漢
・
賞
誼
「
惜
誓
」
-
『
楚
辞
』

 
 
王
難
章
句
巻
十
一
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
○
想
西
玉
母
欣
然
而
上
寿
分
、
屏
玉
笹
憲
妃
（
前
漢
・
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
一

 
 
『
文
選
』
巻
七
）

 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
玉
女
四
五
人
、
瓢
翻
下
九
骸
（
李
白
「
遊
泰
山
」
六
首
其
一
ニ
ー
『
全
』
一

 
 
⊥
ハ
六
）

 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
焚
香
玉
女
脆
、
霧
裏
仙
人
来
（
杜
甫
「
冬
到
金
華
山
観
、
自
得
故
拾
遺
陳

 
 
公
学
堂
」
-
『
全
』
二
二
〇
）

 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
来
時
玉
女
裁
春
服
、
勇
破
湘
山
幾
片
雲
（
熊
儒
登
「
贈
侯
山
人
」
1
『
全
』

 
 
四
七
六
）

な
ど
の
用
例
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
は
仙
女
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
華

山
（
太
華
山
）
に
玉
女
が
住
む
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
例
か
ら
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
載
太
華
玉
女
分
、
召
洛
浦
之
憲
妃
（
後
漢
・
張
衡
「
思
玄
賦
」
1
『
文
選
』

 
 
巻
十
五
）

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
明
星
青
女
者
、
居
華
山
、
服
玉
漿
、
白
日
昇
天
（
『
広
記
』
五
九
、
拠
『
集

 
 
仙
録
』
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
韓
衆
騎
白
鹿
、
西
往
華
山
中
、
丁
霊
千
余
人
、
相
翼
果
雲
空
（
李
白
「
至

 
 
陵
陽
山
、
登
天
柱
右
訓
韓
侍
御
見
招
隠
黄
山
」
-
『
全
』
一
七
八
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
○
安
得
仙
人
九
節
杖
、
柱
倒
玉
女
三
頭
盆
（
杜
甫
「
望
岳
」
一
『
全
』
二

 
 
二
五
）

 
 
㈹
青
竜
白
虎

 
瑞
兆
の
動
物
と
さ
れ
る
（
青
）
竜
と
（
白
）
虎
は
、
中
国
の
伝
統
的
認
識
で

は
、
天
上
界
（
仙
界
）
に
在
っ
て
、
或
い
は
地
上
に
降
り
来
っ
て
、
魔
を
払
う

べ
く
身
構
え
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
蚊
竜
連
躇
於
東
厘
分
、
白
虎
三
園
乎
毘
器
（
前
漢
・
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
1

 
 
『
文
選
』
巻
七
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
〔
唐
・
李
善
注
〕
『
春
秋
漢
含
華
』
日
、
天
一
（
天
帝
）
之
帝
居
、
左
青
竜
、

 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
右
白
革
。
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡

 
○
尽
以
竜
鎮
其
山
。
道
場
中
常
有
二
虎
五
麟
麟
両
青
鶯
。
或
前
或
後
、
或
飛
 
 
陀

 
 
 
 
ゼ

 
 
或
鳴
（
『
広
記
』
六
六
-
拠
『
集
仙
録
』
）

 
 
ゆ
黄
冠
符
帳

 
既
に
俗
衣
を
脱
ぎ
去
っ
た
老
人
が
身
に
着
け
た
衣
冠
は
、
ま
さ
に
道
士
の
も

の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

 
ま
ず
黄
冠
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
李
淳
風
、
岐
州
雍
人
。
父
母
、
仕
階
高
唐
尉
、
警
官
道
士
、
号
黄
冠
子
以

 
 
論
誕
自
見
（
『
新
唐
書
』
巻
二
〇
四
「
三
三
伝
」
）

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
称
道
楽
日
、
黄
冠
子
・
寄
跡
老
子
（
宋
・
胡
継
母
『
書
言
故
事
』
道
教
類
）



と
あ
る
よ
う
に
、
や
が
て
は
、
そ
れ
を
か
ぶ
っ
た
道
士
そ
の
も
の
の
別
称
に
も

な
っ
た
、
道
士
の
冠
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
一
方
、
．
縫
被
は
、
一
説
に
は
「
縫
い
目
の
粗
い
袖
な
し
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

○
緯
、

 
 
 
へ

霞
岳
為
縫
（
清
・
朱
駿
声
『
説
文
解
字
通
訓
下
魚
』
）

と
い
う
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、

な
る
。
こ
れ
は
、

○
道
士
常
服
青
、

巻
三
）

「
緯
帳
」
す
な
わ
ち
「
赤
い
袖
無
し
の
衣
」
と

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

法
服
朝
服
皆
用
赤
色
（
明
・
面
折

と
い
う
記
述
と
一
致
す
る
。

『
三
才
図
会
』
衣
服
・

ア
ス
タ
ー
教
に
の
み
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 
中
国
に
お
い
て
も
、
古
く
「
火
」
そ
し
て
大
い
な
る
火
で
あ
る
太
陽
に
対
す

る
崇
拝
の
存
し
た
こ
と
は
、
既
に
何
人
か
の
人
々
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ

 
 る

。
そ
の
古
代
思
想
の
延
長
線
上
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
道
教
-
六
朝
期
の

代
表
的
∴
派
で
あ
る
上
清
派
一
に
も
太
陽
光
に
「
消
魔
」
の
作
用
を
求
め
る
思

想
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
神
塚
淑
子
「
魔
の
観
念
と
四
魔
思
想
」
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

太
陽
（
の
光
線
）
を
存
思
す
る
こ
と
が
「
消
魔
」
1
病
気
治
療
一
と
結
び

つ
く
の
は
、
思
念
の
中
で
太
陽
（
の
光
線
）
を
火
に
変
化
さ
せ
、
患
部
を

焼
き
尽
く
す
と
い
う
、
い
わ
ば
〈
火
に
よ
る
肉
体
浄
化
の
イ
メ
ー
ジ
〉
が

病
気
治
療
の
原
理
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

E20s）

＊

＊

以
上
、
「
杜
早
春
伝
」
の
一
節
か
ら
、
「
道
教
的
口
吻
」
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
挙

げ
、
こ
れ
を
検
討
し
た
。

 
更
に
も
う
一
点
、
原
田
説
へ
の
反
論
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、

先
に
引
い
た
原
田
説
の
③
1
子
春
が
雲
台
峰
の
正
堂
で
東
面
し
て
坐
し
た
の

は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
崇
拝
す
る
天
日
神
を
拝
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
い

う
指
摘
1
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
一
体
、
古
代
特
に
農
耕
民
族
に
お
い
て
、
太
陽
に
神
格
を
認
め
て
、
こ
れ
を

崇
拝
し
た
こ
と
は
、
世
界
各
地
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
事
は
各
地
の
神
話
伝
説
に
徴
す
れ
ば
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
ゾ
ロ

三

 
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
原
田
氏
の
「
こ
の
老
人
が
い
か
に
も
道
士
的
存

在
で
あ
る
か
の
如
く
に
響
く
の
で
あ
る
云
々
」
或
い
は
．
こ
れ
ら
道
教
的
用
語

の
頻
出
が
、
「
文
字
的
混
同
」
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
い
か
に
妥
当
性
を
欠

く
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
も
ち
ろ
ん
、
・
「
杜
子
春
伝
」
の
成
立
の
背
景
に
、
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
影
響
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
を
全
て
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。
け
れ
ど
も
、
本
稿
（
二
）
で
指
摘
し
た
種
々
の
事
柄
一
原
田
氏
に
よ
れ

ば
「
道
教
的
口
吻
」
-
を
見
て
、
そ
れ
を
「
文
字
的
混
同
」
と
見
為
す
こ
と
は

難
し
い
。
ま
し
て
、
こ
の
作
品
を
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
経
旨
を
理
解
さ
せ
る
」

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察



た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
上
に
困
難
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
．

 
や
は
り
、
こ
の
作
品
で
主
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
道
教
的
事
象
で

あ
り
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
影
と
見
る
の
が
適
切
と
思
わ

れ
る
。
そ
う
考
え
て
こ
そ
、
原
田
氏
の
指
摘
の
多
く
も
生
き
て
来
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

＊

＊

 
さ
て
、
「
杜
子
春
伝
」
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
道
教
的
事
象
を
示
す
と
考
え

た
時
、
三
春
と
老
人
と
が
待
ち
合
せ
た
「
波
斯
邸
」
を
ど
う
把
え
る
べ
き
か
が

問
題
と
し
て
残
る
。
原
田
論
文
で
は
、
「
波
斯
邸
と
は
或
は
こ
の
寺
院
（
胡
妖
桐
）

を
指
し
、
老
人
は
そ
の
職
員
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
」
と
説
く
。
し
か
し
、

胡
祇
呈
す
な
わ
ち
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
寺
院
の
職
員
の
行
動
に
し
て
は
、
以
後
の

老
人
の
行
動
が
あ
ま
り
に
道
教
的
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
見
て
来
た
通
り
で
あ

る
。 

一
方
、
波
旧
邸
は
単
な
る
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
で
あ
っ
て
、
・
特
に
深
い
意
味

は
な
い
、
と
い
う
見
方
も
成
立
す
る
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、
俄
に
は
支
持
し

難
い
。
や
は
り
他
の
場
所
で
は
な
く
、
波
斯
邸
と
述
べ
る
に
は
述
べ
る
だ
け
の

理
由
が
あ
る
と
考
え
て
然
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
む

の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ぼ
う

（
東
西
）
両
市
に
住
む
民
間
の
金
融
業
者
「
事
々
」
「
寄
附
鋪
」
の
な
か

に
は
、
大
資
本
を
有
す
る
者
も
あ
っ
た
。
他
人
の
金
銭
や
財
貨
を
預
か
る

ほ
か
、
預
金
者
の
振
り
出
す
手
形
や
小
切
手
の
支
払
い
業
務
を
お
こ
な
い
、

送
金
手
形
（
飛
銭
・
便
換
）
な
ど
も
扱
っ
て
い
た
。
時
に
は
、
有
利
な
事

業
に
投
資
さ
え
し
た
。
そ
の
多
角
的
経
営
は
今
日
の
銀
行
を
思
わ
せ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
い

 
「
杜
三
春
伝
」
に
現
わ
れ
る
「
波
斯
（
ペ
ル
シ
ア
）
邸
」
な
ど
は
、
こ

の
一
種
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

 
波
斯
邸
が
、
今
日
の
銀
行
と
同
じ
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
、
老
人
を

そ
の
職
員
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
自
ら
の
預
金
を
お
ろ
し
た
に
せ
よ
、
借
り

た
に
せ
よ
、
そ
こ
の
一
顧
客
と
し
て
金
を
得
て
、
子
忌
に
貸
し
与
え
た
と
見
る

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
銀
行
的
機
能
を
持
っ
た
「
波
斯
邸
」

は
、
そ
れ
を
読
む
唐
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
十
分
納
得
の
ゆ
く
待
ち
合
せ
場
所

で
あ
っ
た
と
見
る
ご
と
が
出
来
る
。

 
さ
ら
に
「
波
斯
邸
」
と
言
う
言
葉
を
眼
に
し
た
唐
人
は
、
こ
う
し
た
銀
行
的

機
能
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
脳
裏
に
浮
か
べ
た
と
考
え

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
二
の
鍵
と
な
る
。
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＊

＊

 
こ
の
問
題
を
考
え
る
第
一
の
鍵
は
、
当
時
に
お
け
る
「
波
斯
邸
」
の
機
能
で

あ
ろ
う
。

 
松
浦
友
久
・
植
木
久
行
『
長
安
・
洛
陽
物
語
』
で
は
、
波
斯
邸
に
つ
い
て
次

四

 
本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
の
国
都
・
長
安
は
、
世
界
屈
指
の
国

際
都
市
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
が
居
住
し
て
い
た
。
中
で
も
胡
と

呼
ば
れ
る
人
々
の
活
躍
が
際
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
整
理
し
て
お



く
べ
き
な
の
は
、
唐
人
の
「
胡
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
石
田
幹
之
助
『
長
安
の
春
』
で
は
、
三
代
、
長
安
の
町
に
居
住
し
た
胡
人
た

ち
の
生
活
ぶ
り
が
考
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
と
り
わ
け
「
胡
人
採
魚
肥
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

に
つ
い
て
の
三
編
の
論
考
が
、
右
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

石
田
論
文
で
は
、
唐
、
五
代
の
随
筆
や
小
説
に
、
胡
人
が
重
貨
を
も
っ
て
宝
物

を
購
う
話
を
集
め
て
、
そ
の
共
通
項
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
㌧＼

 
あ
る
人
が
な
に
か
の
…
機
会
に
あ
る
宝
物
を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
宝
物
は

多
く
の
場
合
一
見
き
わ
め
て
つ
ま
ら
ぬ
ご
と
く
思
わ
れ
る
の
で
当
人
は
こ

れ
を
宝
物
と
知
ら
ず
に
い
る
。
そ
れ
を
ま
た
あ
る
機
会
に
シ
ナ
に
来
て
い

る
西
域
の
商
人
に
見
せ
る
と
非
常
に
珍
重
し
て
莫
大
な
価
を
も
っ
て
こ
れ

を
買
っ
て
行
く
（
「
西
域
の
商
胡
、
重
価
を
も
っ
て
宝
物
を
求
め
る
話
」
）

 
我
が
国
の
古
典
落
語
「
火
焔
太
鼓
」
を
彷
彿
さ
せ
る
話
で
あ
る
が
、
石
田
論

文
に
引
く
二
十
数
種
の
類
語
は
、
唐
人
た
ち
が
胡
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
第
一
は
富
貴
で
あ
ろ
う
。
李
商
隠
『
義
山
雑
纂
』
に
も
、

「
不
相
称
」
1
似
つ
か
わ
し
く
な
い
も
の
一
と
し
て
、
「
窮
波
斯
」
i
貧
し
い

ペ
ル
シ
ア
人
一
の
語
が
見
え
、
波
斯
（
H
胡
人
）
が
い
か
に
人
々
か
ら
富
貴
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。

 
そ
し
て
、
そ
の
第
二
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
持
主
に
は
つ
ま
ら
ぬ
物
に
見

え
る
も
の
に
、
莫
大
な
金
品
を
投
ず
る
と
い
う
、
下
る
種
の
「
得
体
の
知
れ
な

さ
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
物
の
真
実
の
価
値
を
知
っ
て
い
れ

ば
こ
そ
、
胡
人
た
ち
は
万
金
を
投
ず
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
の
胡
人
に
と
つ

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察

て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
三
者
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
行
動
は
「
奇
異
」

と
言
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
り
く
ぎ
ょ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ソ

 
例
え
ば
、
「
呉
郡
の
陸
顯
、
腹
中
の
寄
虫
を
胡
人
に
売
る
話
」
で
は
、
麺

を
食
べ
れ
ば
食
べ
る
ほ
ど
痩
せ
る
書
生
が
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
腹
中
の

 
し
ょ
う
め
ん
ち
ゅ
う

「
消
豹
虫
」
を
胡
人
に
高
価
で
購
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
胡
人
が
そ
の
虫
の

存
在
を
「
気
」
を
見
て
知
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
唐
人
が
胡
人
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
た
か
を
示
す
好
例
と
思
う
。

 
彼
ら
胡
人
（
ペ
ル
シ
ア
人
）
は
、
確
か
に
、
古
く
漢
魏
六
朝
か
ら
徐
々
に
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 

国
に
や
っ
て
来
、
唐
代
に
至
っ
て
胡
文
化
流
行
の
時
代
を
も
だ
ら
し
た
。

○
胡
姫
貌
葉
理
、
当
重
重
春
風
（
李
白
「
前
有
一
樽
酒
行
」
i
『
全
』
一
六

 
五
）

○
胡
騰
身
是
涼
州
児
、
肌
膚
如
玉
鼻
如
錐
（
李
端
「
胡
三
児
」
1
『
全
』
．
二

 
八
四
）
 
 
'

○
髪
髪
胡
児
眼
晴
緑
、
高
楼
夜
静
寧
横
竹
（
茸
雲
「
竜
夜
吟
」
一
『
全
』
三

 
九
五
）

○
胡
旋
女
ハ
胡
施
女
、
心
重
心
、
手
応
鼓
（
白
居
易
「
胡
義
士
」
-
『
全
』

 
四
二
六
）

 
ろ

 
塘
（
酒
場
の
ス
タ
ン
ド
）
に
身
を
免
れ
る
花
の
よ
う
な
貌
の
遅
退
、
く
る
く

る
と
旋
回
し
、
或
い
は
ア
ク
ロ
バ
チ
ッ
ク
に
踊
る
胡
人
た
ち
。
そ
れ
は
多
く
の

唐
人
た
ち
を
魅
了
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
し
か
し
、
唐
人
た
ち
に
と
っ
て
、
い
か
に
見
慣
れ
、
親
し
ん
だ
胡
人
で
あ
り

胡
風
胡
俗
で
あ
ろ
う
と
も
、
つ
ま
る
所
は
異
国
の
人
々
で
あ
り
、
異
国
の
風
俗
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で
あ
る
。
そ
の
青
い
瞳
、
白
い
肌
、
錐
の
よ
う
に
高
い
鼻
、
巻
き
髪
の
人
々
の

姿
や
舞
踊
に
、
唐
人
が
感
じ
た
の
は
、
親
近
感
よ
り
も
多
分
に
、
異
国
情
緒
で

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
か

君
不
聞
胡
茄
声
最
悲
 
君
聞
か
ず
や
 
胡
茄
の
声
 
最
も
悲
し
き
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ぜ
ん

紫
韓
緑
眼
胡
人
吹
 
 
書
髭
緑
眼
の
胡
人
吹
く

 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
 
 
 
 
 
を
は

吹
之
一
曲
猶
未
了
 
 
之
を
吹
き
で
一
曲
 
猶
ほ
未
だ
了
ら
ざ
る
に

 
 
 
 
 
 
 
 
し
う
さ
っ
 
 
 
ろ
う
ら
ん
 
せ
い
じ
ゅ
 
 
じ

愁
殺
楼
藺
征
三
児
 
 
愁
殺
す
 
楼
蘭
 
二
面
の
児

（
零
参
「
胡
茄
ノ
歌
、
送
目
顔
真
卿
ノ
使
シ
，
ア
赴
協
河
朧
亡
1
『
全
』
一
九

 
九
）

 
後
世
「
辺
塞
詩
人
」
の
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
誘
起
が
、
ま
だ
見
ぬ
西

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
ク
ゾ
シ
ズ
ム

域
へ
の
憧
れ
を
こ
め
て
歌
っ
た
こ
の
作
品
に
隠
見
す
る
の
も
ま
た
、
異
国
情
緒

 
 
 
 
 
 
お
 

と
言
っ
て
良
い
。
彼
の
作
品
を
評
す
る
に
際
し
て
頻
用
さ
れ
た
評
語
は
「
奇
」

で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
評
語
は
、
辺
塞
詩
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
零
参
の
辺
塞
詩
人
と
し
て
の
名
声
が
高
ま
る
中
で
、

彼
の
辺
塞
詩
を
評
す
る
、
い
わ
ば
決
定
版
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
っ
た
評
語
で

 
（
2
6
V

あ
る
。

 
「
奇
、
異
也
。
」
一
後
漢
・
許
慎
が
『
説
文
墨
字
』
で
示
し
た
見
解
に
従
え
ば
、

奇
と
は
異
、
換
言
す
れ
ば
非
日
常
性
の
言
い
で
あ
ろ
う
。
唐
人
た
ち
が
、
胡
の

文
化
に
魅
了
さ
れ
没
頭
し
た
の
も
、
在
来
文
化
と
は
異
な
っ
た
、
「
奇
」
な
る

文
化
に
魅
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
把
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
子
春
と
老
人
と
が
待
ち
合
わ
せ
た
「
波
斯
邸
」
に

対
す
る
唐
人
の
イ
メ
ー
ジ
も
類
推
し
得
る
。

 
一
つ
に
は
、
銀
行
の
機
能
と
、
「
富
貴
」
の
イ
メ
ー
ジ
。
第
二
に
は
、
波
斯
（
胡
）

と
い
う
、
ど
こ
か
得
体
の
知
れ
な
い
「
奇
異
」
な
隣
人
の
邸
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
そ
れ
で
あ
る
。

＊

＊

 
波
斯
邸
を
め
ぐ
る
第
二
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
考
え
る
に
際
し
て
思
い
起
こ

さ
れ
る
の
は
、
子
春
と
老
人
と
が
次
に
待
ち
合
せ
た
「
老
君
廟
」
と
、
二
人
の

目
指
し
た
「
華
山
」
で
あ
る
。

 
老
人
が
道
士
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
祖
と
目
さ
れ
る
老
子
の
廟
で
待
ち
合

わ
せ
る
こ
と
自
体
は
、
何
ら
奇
と
す
る
に
値
し
な
い
。
し
か
し
、
「
囎
」
が
単

に
歌
を
口
ず
さ
む
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
呪
術
的
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
他

な
ら
ぬ
老
子
廟
こ
そ
が
、
そ
れ
を
為
す
の
に
最
適
の
場
所
と
量
早
つ
こ
と
が
で
き
 
 
捌

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陀

 
そ
し
て
、
二
人
の
目
指
し
た
華
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
う
少
し
考
え
る

こ
と
が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
の
、
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。

 
先
に
見
た
通
り
、
唐
代
の
人
々
が
華
山
に
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
神
仙
を
慕

う
人
た
ち
の
目
指
す
霊
山
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
に
ま
つ
わ
る
次
の

よ
う
な
話
は
、
当
時
の
人
々
の
華
山
に
対
す
る
、
よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ロ
つ

唐
、
貞
観
中
、
華
陰
雲
台
観
に
劉
法
師
あ
り
。
気
を
練
り
、
粒
（
穀
類
）

 
 
 
 
 
 
ひ
つ

を
絶
つ
。
張
公
弼
な
る
者
あ
り
、
自
ら
言
ふ
、
蓮
華
峰
（
華
山
生
血
）
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

東
南
に
住
む
と
。
法
師
に
請
ひ
、
回
り
て
そ
の
崖
に
往
き
、
一
石
壁
の
、



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ろ

下
 
無
底
の
谷
に
臨
む
に
至
る
。
一
径
の
闊
さ
数
回
な
る
あ
り
。
法
師

弼
と
足
を
そ
ば
だ
て
て
立
つ
。
弼
 
指
を
以
て
石
壁
を
叩
け
ば
、
遂
に

く
わ
く
ぜ
ん

劃
然
と
し
て
一
門
を
開
く
。
中
に
天
地
、
日
月
、
万
象
森
羅
あ
り
（
牛

僧
揺
『
玄
怪
録
』
）

 
「
杜
子
春
伝
」
で
は
、
子
春
が
声
を
発
す
る
な
と
い
う
禁
忌
を
破
り
、
修
行

を
破
綻
さ
せ
て
山
を
降
り
る
。
そ
の
後
、
老
人
に
謝
罪
す
べ
く
再
び
山
に
登
っ

た
が
、
そ
こ
に
は
一
軒
の
人
家
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
、
と
す
る
。

 
こ
う
し
た
記
述
は
、
基
本
的
に
は
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
に
代
表
煙
れ
る

説
話
群
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
老
君
廟
一
波
斯

邸
一
華
山
と
繋
げ
た
時
、
そ
こ
に
共
通
す
る
異
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

 
思
う
に
、
こ
れ
ら
の
各
地
点
は
、
唐
人
た
ち
に
と
っ
て
、
日
常
の
中
に
、
ぽ
っ

か
り
と
口
を
開
い
た
「
奇
」
な
る
世
界
-
非
日
常
的
世
界
一
の
入
口
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
ヶ
か
。
そ
う
し
た
場
所
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
不
思
議
な
老
人
が
子
春
に
莫
大
な
金
銭
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
し
、

呪
術
的
な
「
哺
…
」
を
為
し
た
の
で
あ
る
し
、
そ
し
て
摩
詞
不
思
議
な
修
行
の
場

た
り
得
た
の
で
あ
る
。

凡
変
異
之
談
、
驚
喜
六
朝
。
然
多
脳
伝
録
舛
誰
、
未
必
尽
幻
設
語
。
至
唐

人
乃
作
意
好
奇
、
仮
小
説
以
寄
筆
談
。

 
明
・
胡
応
麟
が
『
小
室
山
房
筆
叢
』
（
量
子
〇
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
伝

奇
が
前
代
の
志
怪
に
比
べ
て
特
長
と
す
る
所
は
虚
構
性
に
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察

今
日
言
う
虚
構
性
・
創
作
性
と
当
時
の
そ
れ
と
を
同
日
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
作
品
に
よ
っ
て
は
、
伝
奇
的
色
合
い
の
濃
い
志
怪

や
逆
に
志
量
的
性
格
の
強
い
伝
奇
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
「
杜
子
春

伝
」
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
も
、

 
 
①
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
作
品
は
何
か
。

 
 
②
そ
の
主
題
は
何
で
あ
る
か
。

に
つ
い
て
の
論
議
は
あ
っ
て
も
、
作
者
が
一
定
の
意
図
の
も
と
に
創
作
し
た
作

品
と
見
る
こ
と
に
．
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
仮
に
老
君
廟
・
波
斯
邸
・
華
山
の
三
地
点
を
、
非
日
常
的
世
界
の
入
口
と
見

る
本
稿
の
考
え
方
が
、
的
を
射
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
明
ら
か
に
創
作
の

意
図
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
作
者
が
、
右
三
地
点
を
無
自
覚
で
配
置
し
た
と
は
考

え
難
い
。
や
は
り
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
三
地
点
は
あ
る
種
特
異

な
場
所
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
者
は
そ
れ
を
意
識
し
て
配
置
し

た
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

結

駈口口

 
以
上
、
「
杜
王
春
伝
」
を
ゾ
ロ
ア
ス
タ
歪
面
の
経
旨
を
説
く
た
め
に
作
ら
れ

た
と
す
る
原
田
淑
人
氏
の
説
を
批
判
・
検
討
し
、
さ
ら
に
波
滋
雨
・
老
君
廟
・
．

華
山
が
示
す
意
味
を
も
考
え
た
。

 
原
田
説
は
、
「
杜
子
春
伝
」
の
思
想
的
・
宗
教
的
背
景
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、

確
か
に
重
要
な
指
摘
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
杜
子
春
霞
」
を
全
て
ゾ
ロ
ア

ス
タ
i
教
で
律
す
る
事
に
は
少
な
か
ら
ぬ
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て

こ
の
作
品
か
ら
ゾ
ロ
ア
ス
タ
二
歳
の
経
旨
を
読
み
取
る
こ
と
は
、
仮
に
ゾ
ロ
ア

ス
想
望
教
に
接
点
を
持
ち
得
た
唐
人
で
あ
っ
て
も
、
恐
ら
く
は
相
当
な
困
難
を
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伴
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
作
品
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
は
、
そ
の
表
面
に
現
わ
れ

て
い
る
通
り
読
み
取
る
事
で
十
分
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
背
景
を
考
え
る
事
も
十
分
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
本
末
を
顛
倒

す
る
こ
と
だ
け
は
、
何
と
し
て
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

↑竃

v
   432）））

AA65vv
（
7
）

AA98vv
「
胡
人
」
の
呼
称
は
、
広
義
に
は
皇
国
西
北
方
の
異
民
族
一
般
に
対

し
て
用
い
ら
れ
、
狭
義
に
は
ペ
ル
シ
ア
人
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
。

更
に
狭
義
に
は
ペ
ル
シ
ア
系
の
ソ
グ
ド
人
（
○
り
O
ゆ
q
α
一
P
昌
曽
）
を
指
す
。

『
聖
心
女
子
大
学
論
集
』
第
二
二
集
（
一
九
六
四
年
）
所
収
。

北
平
撲
社
、
一
九
三
二
年
初
版
。
台
湾
明
倫
出
版
社
、
一
九
六
九
年
。

「
列
土
池
」
等
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
内
山
知
也
「
杜
子
春
伝
に

関
す
る
二
、
三
の
考
察
」
（
『
中
国
文
化
研
究
会
会
報
』
、
東
京
文
理

科
大
学
、
一
九
五
四
年
）
、
松
本
幸
彦
「
列
記
池
（
救
命
池
）
説
話

の
検
討
」
（
『
立
命
館
文
学
』
二
七
五
号
、
一
九
六
八
年
）
に
詳
し
い
。

そ
の
代
表
的
作
品
数
差
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
後
に
述
べ
る
。

『
白
面
長
慶
集
』
巻
三
。
．
な
お
、
「
牙
膿
」
と
は
、
上
古
の
有
名
な

音
楽
家
の
伯
牙
と
師
暖
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、
宋
・
円
蓋
ほ
か
奉
勅
撰
『
大
平
広
記
』
1
以
下
『
広

記
』
と
略
称
-
巻
十
六
に
基
づ
い
た
。
「
脳
弓
」
は
、
お
ご
そ
か
で

清
潔
…
な
こ
と
、
「
耳
翼
」
は
窪
田
。
「
灼
換
」
は
明
ら
か
な
こ
と
。

こ
の
問
題
は
後
述
す
る
。

「
杜
去
春
伝
」
の
こ
の
語
の
邦
訳
は
次
に
示
す
よ
う
に
、
多
く
「
う

（
1
0
）

（
1
1
）

そ
ぶ
く
」
「
歌
を
う
た
う
」
と
す
る
の
み
で
意
味
に
ま
で
触
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

①
「
う
そ
ぶ
く
」
と
訓
を
示
し
て
語
意
を
示
さ
な
い
（
塩
谷
温
『
晋

 
唐
小
説
』
、
国
訳
漢
文
大
成
・
文
学
部
、
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一

 
九
一
八
年
）
。

②
「
歌
を
う
た
う
」
と
訳
し
て
語
意
を
示
さ
な
い
（
前
野
直
彬
『
唐

 
代
伝
奇
集
』
二
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
四
年
）
。
同
じ
訳

 
者
の
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
集
』
（
中
国
古
典
文
学
全
集
、
一
九

 
六
四
年
目
、
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』
（
中
国
古
典
文
学
大
系
、

 
一
九
六
八
年
）
も
同
様
で
あ
る
。

③
「
歌
を
う
た
っ
て
い
た
」
と
し
て
語
意
を
示
さ
な
い
（
内
田
泉
之

 
助
・
乾
一
夫
『
唐
代
伝
奇
』
1
〔
乾
一
夫
執
筆
〕
、
新
釈
漢
文
大
系
、

 
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）
。

 
 
 
 
 
う
そ
ぶ

④
「
何
や
ち
囎
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」
と
し
て
語
意
を
示

 
さ
な
い
（
西
岡
晴
彦
・
高
橋
稔
『
六
朝
・
唐
小
説
集
』
、
中
国
の

 
古
典
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
年
）
。

青
木
正
児
「
『
囎
』
の
歴
史
と
字
義
の
変
遷
」
（
『
青
木
正
児
全
集
』

第
八
集
、
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
。
な
お
初
出
は
『
立
命
館
文
学
』
、

一
九
五
七
年
）
、
船
津
富
彦
「
魏
晋
文
学
に
お
け
る
囎
傲
に
つ
い
て
」

（『

圏
m
文
学
研
究
』
第
十
一
号
、
早
稲
田
大
学
東
洋
文
学
会
、
一
九

六
三
年
）
、
沢
田
瑞
穂
「
囎
の
源
流
考
」
（
同
『
中
国
の
呪
法
』
所
収
、

平
河
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
初
出
は
『
東
方
宗
教
』
第
四
四
号
、

日
本
道
教
学
会
、
一
九
七
四
年
）
。

『
広
記
』
の
「
神
仙
」
の
条
数
巻
を
見
て
も
、
華
山
に
隠
れ
て
不
老
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（
1
2
）

 14
）

 13

）

 16
）

 15
）

（
1
7
）

（
1
8
）

長
生
を
得
た
、
乃
至
は
」
白
日
昇
天
」
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
と

し
て
、
至
仁
（
六
四
）
、
茅
蒙
（
巻
五
）
、
伯
山
甫
（
巻
七
）
、
楊
伯

醜
（
三
十
七
）
、
馬
周
（
巻
十
九
）
等
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、

『（

ﾃ
慶
重
量
）
大
筆
一
統
志
』
巻
；
二
四
「
同
州
府
」
太
華
山
（
華

山
）
の
条
に
は
、
老
子
以
下
、
唐
・
杜
懐
、
金
上
君
主
に
至
る
ま
で

の
著
名
な
修
行
者
（
中
に
は
、
心
な
ら
ず
も
こ
の
山
に
入
り
、
不
老

長
生
を
得
た
と
い
う
「
毛
女
」
等
の
例
も
あ
る
が
）
十
数
名
を
列
挙

す
る
。『

全
』
と
は
、
清
・
彰
定
求
ほ
か
奉
勅
撰
『
全
唐
詩
』
、
数
字
は
そ

れ
に
収
載
さ
れ
る
巻
数
を
示
す
（
以
下
同
じ
）
。

虚
血
生
は
元
丹
丘
。
階
代
の
仙
人
で
あ
る
。

こ
の
他
、
『
広
記
』
に
は
神
仙
と
鶴
を
結
び
つ
け
る
話
が
多
数
見
出

さ
れ
、
我
が
国
の
「
鶴
女
房
」
説
話
を
彷
彿
さ
せ
る
話
も
幾
つ
か
見

え
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
出
石
誠
彦
「
倦
禽
と
し
て

の
鶴
の
由
来
に
つ
い
て
」
（
同
『
支
那
神
話
伝
説
の
研
究
』
所
収
、

中
央
公
論
社
、
一
九
三
七
年
初
版
、
一
九
七
四
年
増
補
改
訂
）
が
あ

る
。

『
感
気
十
六
転
金
丹
』
（
『
正
統
道
学
』
洞
神
部
・
衆
術
類
所
収
）
。

頭
髪
を
洗
う
盆
。
「
玉
女
洗
頭
盆
」
に
つ
い
て
は
、
『
広
記
』
五
九
所

引
の
『
集
妻
帯
』
に
、
「
二
女
桐
前
有
五
石
臼
、
号
日
三
女
洗
頭
盆
」

と
見
え
る
。

山
と
は
唐
代
の
女
仙
、
謝
自
然
が
修
行
し
た
方
山
（
山
西
省
西
部
の

山
）
、
道
場
と
は
金
泉
道
場
を
指
す
。

前
掲
の
西
岡
・
高
橋
訳
『
六
朝
「
・
唐
小
説
集
』
。
同
書
で
は
更
に
「
『
竜

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察

（
1
9
）

（
2
0
）

     

2221
    

2423
）   ）

（
2
5
）

（
2
6
）

本
』
（
清
・
馬
俊
良
『
竜
威
秘
書
』
）
で
は
配
置
と
し
て
い
る
。
そ
れ

な
ら
ば
赤
い
布
で
作
っ
た
袖
な
し
の
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。

青
木
正
児
「
五
代
の
美
術
思
想
」
（
『
全
集
』
巻
一
、
春
秋
社
、
一
九

六
五
年
）
、
拙
稿
「
詩
経
色
彩
小
考
」
（
『
武
相
書
誌
』
二
、
同
学
園
、

一
九
七
八
年
）
。
諸
家
の
論
考
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

吉
川
忠
夫
編
『
中
国
古
道
教
史
研
究
』
（
同
朋
社
、
一
九
九
二
年
）

所
収
。『

中
国
の
都
城
』
②
（
集
英
社
、
一
九
八
七
年
）
。

講
談
社
学
術
文
庫
四
Ω
二
、
一
九
七
九
年
。
そ
の
論
考
と
は
①
「
西

域
の
商
胡
、
単
価
を
も
っ
て
宝
物
を
求
め
る
話
」
、
②
「
再
び
胡
人

採
宝
謳
に
つ
い
て
」
、
③
「
胡
人
買
淀
江
補
遺
」
で
あ
る
。

注
（
2
2
）
①
に
引
く
第
十
二
話
。

石
田
幹
之
助
「
話
語
時
代
に
お
け
る
イ
ラ
ン
文
化
の
シ
ナ
流
入
」

（『

ｷ
安
の
春
』
所
収
）
。

こ
の
作
品
に
対
す
る
諸
説
等
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
編
『
唐
詩
解

釈
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
）
の
、
増
子
担
当
執
筆
「
胡

茄
歌
1
」
を
参
照
さ
れ
た
い
ゆ

零
詩
へ
の
評
語
「
奇
」
は
初
期
に
お
い
て
友
人
の
杜
甫
や
『
河
岳
英

霊
集
』
の
編
者
・
二
藍
が
用
い
た
段
階
で
は
辺
塞
詩
に
対
し
て
言
わ

れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
拙
稿
「
零
参
詩
に
対
す
る
評
語
『
奇
』

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
六
集
、
中
国
詩
文
研

究
会
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。
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